
一般財団法人 共立国際交流奨学財団 

2021 年度 奨学金授与式 
この春 40名の奨学生を迎えました！ 

日 時： 2021年 4 月 1日（木）14：30～ 

式 場： 東京ガーデンパレス 2階「高千穂の間」 

2021/4/8 作成者：土屋 

株式会社 

共立メンテナンス奨学基金奨学生 

支給金額：6 万円/ 月 

支給期間：2021 年 4 月～2022 年 3 月 

（1 年間） 

一般財団法人 

共立国際交流奨学財団奨学生 

支給金額：10 万円/月 

支給期間：2021 年 4 月～2023 年 3 月 

（2 年間） 

※記念撮影の時のみマスクを外しています



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 場 

受 付 

★新型コロナウイルス感染症対策として、来場者全員に検温・アルコール消毒・マスク着用に協力していただきました★ 

※記念撮影の時のみマスクを外しています 

左から：ファジル・トラバリー氏（在日本インド商業会議所第 26 代会頭（名誉会頭））、 

㈱共立メンテナンス奨学基金奨学生SHUKLA ANUSHKA（兵庫県立大学・インド）、 

     ニシャット・トラバリー氏（兵庫県立大学国際交流コーディネーター） 

（一財）共立国際交流奨学財団奨学生 

SHRESTHA MISHAN（東京都市大学・ネパール）・奥様 



菊川 長德 

 (一財)共立国際交流奨学財団 理事長 

 国士舘大学 21世紀アジア学部 教授 

 

 

 

 

石塚 庸平 

(一財)共立国際交流奨学財団 常務理事 

 学校法人共立育英会 理事長 

 

 

 

花尾 能成 

 (一財)共立国際交流奨学財団 常務理事 

 ㈱花尾インターナショナル 代表取締役社長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理事長 式辞 

（一財）共立国際交流奨学財団 理事長 

国士舘大学 21 世紀アジア学部 教授 

菊川 長德 

式次第 

一、開式の辞 

一、列席者紹介 

一、理事長式辞 

一、(一財)共立国際交流奨学財団奨学金授与 

奨学生各自決意表明 

一、(株)共立メンテナンス奨学基金奨学金授与  

奨学生各自決意表明 

一、記念品贈呈 

一、財団の奨学生支援事業紹介 

一、閉式の辞 

 

 

採用、おめでとうございます！ 

当財団が奨学金を支給する目的

は、皆さんの日本での生活を支援す

るためです。 

奨学金は勉強のため、日本を理解

するために使って、日本を更に好き

になってもらえたら嬉しいです。 

そして日本で習得した技術やサー

ビスを母国に持ち帰れるよう、有意

義な留学生生活を送ってください。 

列席者紹介 

奨学金授与は、日本の伝統的な封筒・ご祝儀袋でお渡ししました。 

表書きは財団スタッフが一つ一つ丁寧に書かせていただきました。 

 

奨学生各自決意表明では、 

奨学金をもらった感想を全員に一言ずついただきました。 

※実施報告書では学生の言葉をそのまま掲載しています。 



 

国

籍 

中国 韓国 台湾 モンゴル タイ ミャンマー スリランカ ネパール カンボジア ブータン 

人

数 
5 １ １ １ １ 2 １ １ 1 １ 

菊川理事長より、奨学生採用証・奨学金が授与されました。 

 

KHURELCHULUUN ARIUNTSETSEG 

北海道医療大学 
歯学研究科 博士課程 歯学専攻 

(一財)共立国際交流奨学財団奨学金授与 奨学生各自決意表明 

SHRESTHA MISHAN 

東京都市大学 
環境情報学研究科  

博士後期課程 環境情報学専攻 

ZHANG WENWEN 

國學院大學 
文学研究科 博士後期課程 史学専攻 

GUNASEKARA HETTIGE SAMITHA LAKSHAN 

東京農業大学 
国際食料農業科学研究科 

国際アグリビジネス学専攻 博士前期課程 

CHHIN SOTHEA 

事業創造大学院大学 
事業創造研究科 

大
学
院
５
名 

GUNASEKARA HETTIGE SAMITHA LAKSHAN 

(東京農業大学)  

『日本のことと日本の文化、日本の技術とかを学んで、日本の経済と

かを学んで、日本で学んだことをスリランカに連れていきたいと思

っていました。今のコロナで大変困っておりましたところでこの奨

学金をいただいて、自分の研究のことと自分の生活に使っていただ

きたいと思っております。』 

※記念撮影の時のみマスクを外しています

■支給条件 支給金額：10 万円 /月 

支給期間：2021 年 4 月～2023 年 3 月（2 年間） 



※記念撮影の時のみマスクを外しています  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

崔 志援 

鹿児島大学 
工学部 先進工学科 

PREMIKA GHALLEY 

京都外国語大学 
国際貢献学部 グローバルスタディーズ学科 

MA LANJING 

日本大学 
法学部 法律学科 

ANAHU 

東洋大学 
国際観光学部 国際観光学科 

LI LINFENG 

名古屋工業大学 
工学部第一部 物理工学科 

 

＜欠席＞ 

大学の 

県外移動自粛要請 

SE SAR TUN 
札幌医療秘書福祉専門学校 

介護福祉科 
 

 

＜欠席＞ 

日本未入国 

TANG YUN CHU 

文化服装学院 
ファッションテキスタイル科 

LEONG CHEOK IN 

日本工学院専門学校 
プロダクトデザイン科 

VARIPHUN PATINYA 
東京コミュニケーションアート専門学校 

e エンターテイメント科 

HTOI MAI 

東京観光専門学校 
観光ビジネス学科 

大
学
５
名 

専
門
学
校
５
名 

LEONG CHEOK IN 

（日本工学院専門学校） 

『テーブルと椅子と書くもので、今までの作品の多くは段ボー

ルで作りますから、今回もらったら 3Dプリンターを買いた

いですから、3Dプリンターを使ってもっと沢山の作品を作っ

て、時間を多く出したいと思います。』 

 

崔 志援 

（鹿児島大学） 

『自分で全部授業料を払っていたの

で、今年から奨学金を貰って幸いだ

と思います。これからも日本の技術

を学んで行き、社会に貢献できる人

になりたいと思います。』 

PREMIKA GHALLEY 

（京都外国語大学） 
『「奨学金を貰ったら…」、最初はゆっくりと休  

みたいです。その後は、今まで頑張っているも  

の、自分の夢を叶えたいこと、それから、今まで

応援している皆さんの事を考えながら、もっと

もっと頑張っていきたいと思っています。』 



※記念撮影の時のみマスクを外しています 

 

菊川理事長より、奨学生採用証・奨学金が授与されました。 

 

国

籍 

中国 韓国 台湾 ベトナム マレーシア モンゴル タイ ミャンマー インドネシア フィリピン インド

人

数 
3 5 3 3 4 2 １ 1 1 1 １ 

㈱共立メンテナンス奨学基金奨学金 奨学生各自決意表明 

 CHONG WEI KANG 

（室蘭工業大学） 
『私の夢は美しい飛行機を作ることです。 

 今回奨学金をいただいて、必ず勉強は最善に尽

く  して、奨学生としての責任を最後まで果たすこ 

 とです。』 

CHO HAYOUNG 

国際医療福祉大学 
医学部 医学科 

FU QINYU 

青山学院大学 
文学部 英米文学科 

CHONG WEI KANG 

室蘭工業大学 
理工学部 創造工学科 

LOH JIN IN 

中央大学 
国際経営学部 国際経営学科 

TUMURUU 

NOMULIN 

山形大学 
人文社会科学部 

人文社会科学科 

＜欠席＞ 

大学の 

県外移動自粛要請 

李 導義 

慶應義塾大学
法学部 法律学科 

＜欠席＞ 

日本未入国 

袁 翰儒 

芝浦工業大学 
システム理工学部 電子情報システム学科

崔 孝美 

東海大学 
観光学部 観光学科 

MICHAEL EVAN SANTOSO 

立命館大学 
情報理工学部 情報理工学科 

彭 澤華 

関西学院大学 
人間福祉学部 社会起業学科 

SHUKLA ANUSHKA 

兵庫県立大学 
国際商経学部 国際商経学科 

BRIAN NEO SAU JIN 

高知大学 
理工学部 生物科学科 

CHUAH HAO 

MIN 

新潟大学 
工学部 工学科 

＜欠席＞ 

大学の 

県外移動自粛要請 

■支給条件 支給金額：6 万円 /月 

支給期間：2021 年 4 月～2022 年 3 月（1 年間） 

大
学

 

名
13 

  CHO HAYOUNG 

(国際医療福祉大学) 
『私はこの奨学金をいただき、勉強により集

中し、コロナのような事態が起きた時、世界

の為に活躍できる医者になることをこの場

に決心します。』 



 NGUYEN KHAC TIEN 

  （京都あすかアカデミア） 

『私の夢は有名なゲームを作ります。 

だから奨学金を貰ってもっと勉強

します。これから皆さんよろしくお

願いします。』 

 

 

※記念撮影の時のみマスクを外しています 

YAMIN MYO NYUNT 

  （共立育英会 共立日語学院） 

            『今から日本語学校を卒業した後、 

日本で進学できるように勉強したい

と思います。』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

KETJINDA PAWARIN 

（千葉モードビジネス専門学校） 

             『今回の奨学金を貰って誠にありがとうございました。 

これからも日本に来てからいろいろな経験を貰って、 

これからも日本の文化と日本をもっと勉強してまた頑張ります。』 
               

               

               

 

PHAM ANH QUOC 
専門学校トヨタ東京自動車大学校 

自動車整備科 

LIN YU SHAN 

中村調理製菓専門学校 
製菓技術科 

朴 址烈 

ホスピタリティツーリズム専門学校大阪 
観光学科 

金 鉉洙 

日本電子専門学校 
情報処理科 

KETJINDA PAWARIN 

千葉モードビジネス専門学校 
国際ビジネス科 

李 涵晴 

京都ホテル観光ブライダル専門学校 

旅行学科 

 

＜欠席＞ 
学校の 

県外移動自粛要請 

BALANGITAO EUGENE OLAES 

名古屋 YMCA 日本語学院 
日本語一般コース 

TANG KHOI MINH 

新宿日本語学校 
日本語学科３ 

YAMIN MYO NYUNT 

共立育英会 共立日語学院 
進学日本語課程 1 年 6 か月コース 

NARANBAT TSERENNADMID 

武蔵浦和日本語学院 
進学準備 1 年 6 か月コース 

黄 皓涓 

仙台国際日本語学校 

進学コース 

NGUYEN KHAC TIEN 

京都あすかアカデミア 
大学専門学校進学 2 年コース 

専
門
学
校
６
名 

日
本
語
学
校
６
名 



共立国際交流奨学財団は 

奨学生の皆さんの生活・学業のサポートに 

尽力して参ります。 

※記念撮影の時のみマスクを外しています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

花尾 能成 常務理事より、 

就職支援事業の紹介や 

ホームステイ研修会・海外コンテストなど

様々な事業を紹介していただきました。 

記念品贈呈 

石塚 庸平 常務理事より 

新奨学生の皆さんに 

温かい激励のお言葉と 

記念品を贈呈していただきました。 

          

     2021年度奨学生記念品は 

     モバイルバッテリーです。 

新奨学生の皆さん、おめでとうございます！ 

財団の奨学生支援事業紹介 

(一財)共立国際交流奨学財団奨学生 

 

㈱共立メンテナンス奨学基金奨学生 

マレーシア   奨学生 モンゴル   奨学生 台湾    奨学生 

㈱共立メンテナンス奨学基金奨学生 

 

中国    奨学生 


